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第２回目では、上下
水道事業の経営状況
と今後の見通しをお
伝えします。
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　将来にわたって安全な水道水の供給
や適切な汚水処理を行うため、経営戦
略を策定し、計画に基づいた効率的な
事業運営に取り組んでいます。
　経営目標と１０年間の取り組みの計
画や、５０年〜１００年の中長期的な
視点での財政見通しを行っています。
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山口市上下水道局

山口市の経営戦略
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管路の破損による
断水を防ぐため、
古い管を更新する
必要があるよ。

▲配水管からの漏水

‣‣‣ 経営戦略について

※経営戦略は、上下水道局ウェブサイトに掲載しています。

　水道事業の施設（建物や水道管等）の多くは
昭和５０年代後半以降に作られ、更新期が到来
していることから、施設の老朽化に伴う更新需
要が増大しています。計画に基づいた更新を進
めています。

▲水道管の更新について、10年間で180㎞行うことを
目標とし、毎年更新を進めています。

水道管の更新延長（水道事業）‣‣‣ 取り組み例 〜老朽化施設の更新〜

　今後、上下水道ともに使用人口の減少が続くと考えられ、それに伴い、
事業運営の財源となる使用料収入も減少することが見込まれます。こその
ため、将来にわたって安全な水道水の供給や適切な汚水処理を行うため
に、施設の管理や更新に要する費用をどのように確保していくかが課題と
なっています。



　収入は人口減少の影響を受け減収傾向にあります。支出は老朽化した水道管等の更新を進めて
いるため、施設更新にかかる費用が５年間で約２億円増加し、また維持管理にかかる費用につい
ても物価上昇の影響により増加しています。令和５年度は約９，４００万円の利益が発生してい
ますが、平成１７年度の市町合併以降で最も低い額となりました。

　使用人口が多い水道事業と下水道事業について、
直近５年の経営状況を説明します。

‣‣‣ 水道事業の収支
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近年の経営状況

　収入は人口減少の影響受けながらも、未普及地域の整備に伴う新規接続により減収は抑えられ
ています。支出は物価上昇の影響により増加傾向にあり、純利益は徐々に減少する傾向にありま
す。

‣‣‣ 下水道事業の収支 ※令和３年度に、宇部・阿知須公共下水道組合の解散により阿知須処
理区の事業を引き継いでおり、過去との単純な対比はできません。

発生した利益は、
水道管などの更新
の財源に充ててい
るよ。



‣‣‣ 人口推移
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将来の見通し 　これからの経営状況をどのように捉えているか、
将来の見通しを説明します。

給水人口推計（水道事業） 全体計画区域内人口推計（公共下水道事業）

※経営戦略改定時（令和４年度）の試算値

‣‣‣ 水道管の更新（水道事業）

　水道事業の給水人口は約４０年後に約２６％の減少を見込んでいます。公共下水道事業の全体
計画区域内人口は、未普及地域の整備区域の拡大による対象人口の増加を踏まえた上で、約４０
年後は約２１％の減少を見込んでいます。

　将来にわたって安定した水道水の供給を続けるため、老朽化した水道管について管種や口径ご
とに本市独自の基準を設け、計画的な更新を実施しています。今後１０年間は、更新基準をすで
に迎えた水道管を中心に更新を進めていきます。その後は、令和４２年度以降の大規模更新期に
備え、前倒しで更新を実施し投資を平準化する予定です。

更新基準超過管路の見通し

※経営戦略改定時（令和４年度）の試算値



‣‣‣ 今後の財政見通し
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　経営戦略に基づいた効率的な事業運営に取り組んでいますが、人口減少によ
る使用料収入の減少や老朽化施設の更新費用の増加、さらには近年の物価や金
利の上昇により、財政が徐々に圧迫されており、このままでは赤字に転じる見
込みです。こうした厳しい経営環境下においても将来にわたって安全な水道水
の供給や適切な汚水処理を継続するため、使用料の水準や体系の本格的な検討
を進めています。

今回の
ポイント

　前ページで説明した影響により、令和６年度以降は収入が減る一方で施設更新にかかる費
用が増加する見込みです。また、物価や金利のさらなる上昇により、損益は赤字に転じる見
込みです。

財政見通し（水道事業）

財政見通し（下水道事業）


